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『
見

聞

名

目

記

』

考

ー

近
世
中

期

の
写
本
書

籍

目
録

勝

又

基

『
見
聞
名
目
記
』
は
、
近
世
中
期

に
個
人

の
手
に
よ

つ
て
編
ま
れ
た

写
本
書

籍
目
録

で
あ

る
。
前
号

(
「文

献
探
究

」
第
三
七
号

平
成

一

一
年
三
月
)
で

は
そ
の
書
誌

と
全
文

の
翻
刻
を
掲
載

し
た
。
今
回
は
そ

の
解
題

で
あ
る
。
論
述

の
便
宜

の
た

め
、
書
名
に
関
す

る
引

用
に
は
、
す

べ
て
前
号
翻
刻
に
冠
し
た
通

し
番
号
を
付
記
し
た
。
併
せ

て
ご
参

照

い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

1

編
纂
意
識

1

・
1

書

籍

目
録
史

の
中

で

通
例

「
書
籍
目
録
」
と

い
え
ば
、
江
戸
時
代
を
通

じ
て
広
く
刊
行
さ
れ
た
書

騨
編
纂
に
よ
る
出
版
書
目
を
指
す
。
幸
田
成
友

・
横
山
重

・
阿
部
隆

一
ら
の
業

績
註
、
に
拠

つ
て
概
要

を
示
し
て
お
け

ば
、
そ

の
始
発
は
寛
文
六

(
一
六
六
六
)

年
刊
の

『
和
漢
書
籍

目
録
』
で
あ
り
、
以
後
享
和
元

(
一
八
〇

一
)
年
刊

の

『
合

類
書
籍
目
録
大
全
』
ま

で
、
増
修
本

を
含
め

て
計

二
〇
種
あ
ま
り
が
刊
行
さ
れ

た
。
通
例
そ
れ
ら
は
、
前
期
の
部
類

わ
け
目
録
、
伊
呂
波
わ

け
目
録
、
後
期
の

部
類
わ
け
目
録
、

の
三

つ
に
分
類
さ
れ

る
。

前
期

の
部
類
わ

け
目
録
は
、
先
に
も
挙
げ
た
寛
文
六

(
一
六

六
六
)
年
刊

『
和

漢
書
籍
目
録
』
を
は
じ
め
と
し

て
、
元
禄
五
年
刊

『
広
益
書
籍
目
録
』
、

い
わ

ゆ
る

「
五
の
目
録
」
な
ど
、
計

一
〇
種
弱
が
刊
行
さ
れ

る
。
部
立

て
は
当
初

二

〇
種
程
度
で
あ

つ
た
が
、
後
の
元
禄
五
年
目
録
で
は
四
十
六
部

へ
と
細
分
化
さ

れ
た
。

伊
呂
波
わ
け
目
録
は
、
延
宝
三

(
一
六
七
五
)
年
刊

『
新
増
書
籍
目
録
』
に

始
ま
る
。
こ
れ
は
江
戸

の
地
で
編
ま
れ
た
初
め
て
の
書
籍
目
録
で
あ
り
、
以
後

し
ば
ら
く
伊

呂
波
分
け
目
録
は
江
戸
で
刊
行
さ
れ
る
が
、
後
に
は

こ
れ
も
京
都

が
刊
行
の
中

心
と
な
る
。
こ
の
種
は
享
保
中
頃
ま

で
続
く
。

後
期
の
部
類
わ
け
目
録
は
、
享
保

一
四

(
一
七
二
九
)
年
刊
行

の

『
新
撰
書

籍
目
録
』
を
も

つ
て
濫
鵤
と
す

る
。
前
期

の
悼
尾

・
元
禄

一
二

(
一
六
九
九
)

年
刊

『
新
版
増
補
書
籍
目
録
』
か
ら
三
〇
年
程
経

つ
た
時

の
事

で
あ

る
。

そ
れ
以
後
は
、
宝
暦
四

(
一
七
五
四
)
年

刊

『
新
増
書

籍
目
録
』
、
明
和
九

(
一
七
七

二
)
年
刊

『
大
増
書
籍
目
録
』
、
享
和
元

(
一
八
〇

一
)
年
刊

『
合

類
書
籍
目
録
大
全
』
と
、
散
発

し
て
刊
行
さ
れ
、
江
戸
時
代

の
書
籍
目
録
の
歴

史
は
終
わ
る
。
享
保

一
四
年

『
新
撰
書
籍
目
録
』
は

「
五
の
目
録
」

以
後
に
刊

行
さ
れ
た
も

の
を
主
に
集
め
、

以
後
宝
暦
四
年
目
録

・
明
和
九
年
目
録
も
同
様

に
前
作
か
ら
洩
れ
た
も

の
を
集

め
る
。
「
五
の
目
録
」

と
享
保

一
四
年

目
録

・

宝
暦
四
年
目
録

・
明
和
九
年
目
録
、
更
に
そ
の
後
に
出
た
書
物
を
集
め
た
も

の
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が
享

和
元
年
目
録
で
あ
る
。

本
稿
で
扱
う

『
見
聞
名
目
記
』
が
編
集

さ
れ
た

の
は
寛
保
三

二

七
四
三
)

年

で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
書
籍
目
録

の
刊

行
は

す
で
に

一
段
落

つ
い
て
お
り
、
以

後
ぽ

つ
り
ぽ

つ
り
と
刊
行
さ
れ
る
中

で
も
、

享
保

一
四

二

七
二
九
)
年

『
新

撰
書
籍
目
録
』
と
宝
暦
四

二

七
五
四

)
年

『
新
増
書
籍
目
録
』
と
の
ほ
ぼ
中

間
に
あ
た
る
、

い
わ
ば
書
籍
目
録

の
空

白
期

と
も
言

っ
て
良

い
よ
う
な
時
期

で

あ

つ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
書
籍
目

録
が
個
人
の
手
に
よ

つ
て
編
ま
れ

て
い

た
事
は
、
ま
ず
営
為

そ
の
も
の
が
興
味

深
く
、
ま
た
当
時

の
出
版
資
料
と
し
て

の
価
値
も
存
す
る

の
で
は
な

い
か
と
考

え
て

い
る
。

1

・
2

序

文

と

凡
例

本
書

の
編
纂
意
識
を
知

る
た
め
、

ま
ず
自
序

・
凡
例
に
依

つ
て
み
た

い
。

前
号

の
翻
刻

と
も
重
複
す
る
が
、
こ

こ
に
そ

の
全
文
を
改

め
て
挙
げ

て
お
く

こ

と
と
す
る
。

▽
序
文

(原
漢
文
。
送
り
仮
名
は
適

宜
補

つ
た
。
)

本
朝

の
書
巻
、
重
山
の
如
し
。
先

に

『
書
籍
題
林
』
を
求
む
。
是
れ
延
宝

第
三

の
彫
刻
也
。
故
に
當
寛
保

三
に
至
り
、
凡
そ
凡
六
十
九
年

の
書
、
未

だ
記
さ
ず
。
且

つ
又
た
宝
永

・
正

徳
の
比

、
『
書
籍
伊
呂
波
目
禄
』
五
巻
、

世
に
行
る
。
然
と
錐
も
、
歴
年

に
出

つ
万
巻
、
悉
く
皆
入
る
事
を
得
ず
。

依

て
今
僅
に
見

聞
の
書
、
『
題
林

』
に
洩
た
る
を
紀
す
。
尚
ほ
大
海
の

一

滴
、
九
牛
の

一
毛
也
。
別
て
八

八
に
余

る
の
年
、
本
朝
解
学
の
書
経
、
通

俗

の
軍
記
、
勧
化

の
仏
説
、
雑
談

の
解
註
、
万
巻
世
板
に
有
り
。
今
次
第

之
を
見

を
以
て
貫
ぬ
。
唯
だ
是
れ

小
童

の
翫
び
、
学
智

の
人
笑
を
宥
せ
。

余
号
け

て

『
見
聞
名

目
記
』
と
号

す
。

▽
凡
例

(
同
右

)

一
、
『
書
籍
題
林
』

二
巻
と
此

『
名

目
記
』

と
、
所
慮
見
合
す

べ
き
物
な

り
。
尚
見
を
以
て
題
林

に
朱
を
印
す
。

一
、
仏
書
経
抄
と
神
瞥
記
書
と
通
俗
軍
記
と
詩
歌
雑
書
と
初
に
分

つ
と
錐

も
、
末
は
次
第

不
同
な
り
。

一
、
二

字

未
読

)
浄
瑠
璃

・
草
双
紙

の
分
は
是
を
除
く
。
見
聞
の
実

跡

ば
か
り
を
明
す
。
尚
ほ
小
巻
所

〃
見
合
す

べ
き
事
盤
多
也

干
時
寛
保
第
三
癸
亥
年
五
月
初
日

源
誠
記
す

序
文

で
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
書
籍
目
録

『
古
今
書
籍
題
林
』

の
名
前

で

あ
る
。

こ
の
書
は
延
宝
三

(
一
六
七
五
)
年

の
刊
行
で
あ
り
、
序
文
が
書
か
れ

た
寛
保
三

(
一
七
四
三
)
年
か
ら
七
〇
年

ほ
ど
遡
る
も

の
で
あ

る
。
こ
の

『
古

今
書
籍
題
林
』
以
来
、
寛
保

三
年

の
現
在
ま
で
の
間
で
世

へ
出
た
書
物

の
う
ち
、

自
ら
の
見
聞
し
た
も

の
を
集

め
た
、
と
言
う

の
で
あ
る
。

も
ち

ろ
ん
延
宝
三
年
以
後
に
も
書
籍
目
録
は
数
多
く
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
編

者
も
そ
の
い
く

つ
か
は
実
際
に
見

て
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
ら
に
も
遺
漏
が
多

い
と
い
う
。

具
体
的
な
編
集
方
法
に
関

し
て
は
、
序
文
に

「
今
僅
に
見
聞

の
書
、
『
題
林
』

に
洩
た
る
を
紀
す
」
、
ま
た

凡
例
に

「
『
書
籍
題
林
』

二
巻
と

此

『
名

目
記
』

と
、
所
慮
見
合
す

べ
き
物
な
り
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
よ
り
推
測
す
れ
ば
、
編
者

・
源
誠
は
、
手
に
取

つ
た
書
物
を
ま
ず
延
宝
三
年
刊

『
書
籍
題
林
』
で
確
認
し
、

掲
載
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば

『
見
聞
名
目
記
』
に
書
き
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た

「尚
見
を
以
て
題
林
に
朱
を
印
す
」
と
あ
る
所
か
ら
す
れ
ば
、
手
に
取

つ
た

本
で

『
古
今
書
籍
題
林
』
に
載
る
も

の
は
、
そ
ち
ら

へ
朱
印
を
施

し
て

い
た
よ

う

で
あ
る
。
よ

っ
て
編
者
源
誠

の
座
右
に
あ

つ
た

『
古
今
書
籍
題
林
』
に
は
、

数
多
く
の
朱
書
入
が
存
し
た
は
ず
で
あ

る
が
、
残
念
な
が
ら
今
や
見
る

こ
と
は

で
き
な

い
。
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1

・
3

分
類

『
見

聞
名
目
記

』
は
、
「
仏
書
儒
書

歴
書
勧
化
書
」

(
一
二
五
項
目
)
、
「
神

書

醤
書
記
禄
書
」

(六

二
項
目
)
、
「
通
俗
唐
和
軍
書
」
(
一
二
四
項
目
)
「
詩
書

歌
書
雑
書
」
(
一
二
九
項
目
)
の
四
部
か

ら
成
り
、
こ
れ
に
自
著
を
集

め
た

「
述

作
下
書
目
録
」
を
付
す
。

こ
う
し
た
部
立

に
つ
い
て
考
え

る
に
際
し
、
ま
ず
は

先
に
触
れ
た
通
り
関
係

の
深
い
延
宝
三

年
刊

『
書
籍
題
林
』

の
分
類

を
参
考
に

し
て
み
よ
う
。

天
台
井
当
宗
、
倶
舎
宗
、
律
宗
、

華
厳
宗
、
法
相
宗
、
真
言
宗
、
禅
家
、

僧
伝
井
編
年

、
浄

土
井

一
向
宗
、

法
語
、
儒
書
井
経
書
、
文
集
井
書
簡
、

歴
代
井
伝
記
、
故
事
、
雑
書
、
蒔

井
連
句
、
字
書
、
神
書
井
有
職
、
暦
占

書
、
軍
書
、
医
書

、
仮
名
和
書
、

歌
書
付
狂
歌
、
連
歌
書
、
俳
譜
書
、
女

書
、
謡
本
付
糸

竹
書
、
算
書
、
盤

上
書
、
茶
湯
書
井
華
書
、
躾
方
書

井
料

理
書

、
名
所
尽
、
名
画
尽
、

咄
本

、
舞
本
井
草
紙
、
往
来
書
、
石
摺
井
筆

道
書
、
掛
物

太
字

で
記
し
た

の
が

『
見
聞
名
目
記

』
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
項
目

で
あ
る
。
『
見

聞
名

目
記
』
に
見
え
て

『
書
籍
題
林
』

に
見
え
な
い
も
の
に

「
仏
書
」
「
歴
書
」

「
勧
化
書
」
「
記
録
書
」
等
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん

『
書
籍
題
林
』

で
各
宗
派
に

細
分
化
さ
れ
て

い
る
仏
書
は
、
宗

派
を

問
わ
ず

「
仏
書
」
「
勧
化
書
」

で

一
括

り
に
さ
れ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
良
か

ろ
う
が
、
懸
隔
は
明
ら
か
で
あ
る
。

『
見
聞
名
目
記
』

の
場
合
、
『
古
今

書
籍
題
林
』
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の

書
籍
目
録

の
よ
う
な
、
刊
本
を
で
き
る
だ
け
広

い
分
野
に
渡

つ
て
網
羅
し
よ
う

と
い
う
分
類
に
は
な

つ
て

い
な

い
。
凡
例
に

「
浄
瑠
璃

・
草
双
紙

の
分
は
是
を

除
く
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
の
み
な
ら

ず
、
字
書
、
俳
書
、
茶

.
華
道
書
、
往

来
な
ど
、
採

ら
れ

て
い
な
い
ジ

ャ
ン
ル
は
数
多

い
。
す
な
わ
ち

『
見
聞
名

目
記
』

は
か
な
り
偏

つ
た
選
択
の
書
籍
目
録
と

い
う
事
に
な
る
が
、
後
に
も
述

べ
る
よ

う
に
、

こ
れ
こ
そ
が
編
者

の
興
味

の
範
囲
で
あ

つ
た

の
だ
ろ
う
。

2

掲

出

書

目

に

つ

い
て

次
に

『
見
聞
名
目
記
』
掲
出
書
目
の
傾
向
な
ど
に

つ
い
て
通
覧
し
て
み
る
。

2

・
1

「
仏

書
儒

書

歴
書
勧

化
書

」

本
目
録
の
冒
頭
に
位
置
す

る
の
は

「
仏
書
儒
書
歴
書
勧
化
書
」
の
部

で
あ
る
。

実
際
に
は

「
儒
書
」
「
歴
書
」
に
比

し
て

「
仏
書
」
「
勧
化
書
」
が

圧
倒
的

に

多
く
、

こ
れ
ら
の
書
物
が
冒
頭
に
置
か
れ
る
の
は
、
後
に
も
述

べ
る
通
り
、
編

者
源
誠
が
僧
籍
に
あ

っ
た
ら
し

い
事
と
関
係
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

う
ち

47

「
長
明
方
丈
記

」
、

56

「
雑
談
集

」
、

57

「
百
因
縁
集
」
な
ど

の
中

世
随
筆

・
説
話
に
は
当
然
延
宝

三
年
以
前

の
刊
本
が
あ
り
、
す

で
に
先
行

の
書

籍
目
録
に
も
載
る
が
、
何
故
か

こ
こ
で
改
め
て
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
11

『
本
朝
知
恵
鑑
』
は
北
条
団
水

の
浮
世
草
子
だ
が
、

こ
の
部
に
収

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
注
記
に

「
團
酔
和
尚
作
」
と
す
る
所
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

2

・
2

「
神

書

署
書

記
禄
書

」

こ
の
部
が
最
も
錯
雑

と
し
た
印
象
を
受
け
る
。
そ
も
そ
も

「
神
書
」
「
医
書
」

「
記
録
書
」
を

一
括
り
と
し
た
分
類
が
要
を
得
な

い
ば
か
り
か
、
部
立

て
に
言

う
医
書

の
類
が

悌

『
薬
性
名
寄
帳
』
、

囎

『
農
業
全
書
』

と
い

つ
た
若
干
の
本

草
関
係
書

以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
見
る

こ
と
が
で
き
な

い
な
ど
、
収
め
ら
れ
た
作

品
も
、
分
類
に
叶

つ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
よ
う
に
思
う
。

46

『
二
十

一
代
和
歌
集
』
は
後

の

「詩
書
歌
書
雑
書
」
に
収
め
ら
れ
る
べ
き

ー
か
と
思
わ
れ
る
が
、
勅
撰
集
と

い
う
事
が
勘
案
さ
れ
て
こ
ち
ら

へ
収
め
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

鋭

『
泉

州
志
』
、

靭

『
南
都
名
所
集
』
、

幽

『
津
国
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芦
分
船
』
と
い

つ
た
地
誌
類
も
か
な
り

の
数
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

2

・
3

「
通

俗
唐

和

軍
書
」

本
書

の
目
録
採
集

の
対
象
と
な

つ
た

延
宝
～
寛
保
と
い
う
時
代
が

こ
の
手

の

通
俗
軍
書
類
が
刊
行
さ
れ
た
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
る
事
も
あ

つ
て
、

こ
の
類
は
極

め

て
多
く
収
め
ら
れ

て
い
る
と
言

つ
て
良

い
だ
ろ
う
。

こ
の
類
を
集

め
た
も

の

に
明
和
七

(
一
七

七
〇
)
年

刊

『
和
漢

軍
書

要
覧
』
が
あ

る
が
、
『
見
聞
名

目

記
』
は

そ
れ
に
先
ん
じ
、
か

つ
量
的
に

も
遜
色
が
な
い
。
本
書

の
先
駆
性
を
窺

う
事
が

で
き
る
点

で
あ
る
。

こ
の
中
に
も
、

西
鶴
作

の
浮
世
草
子

甥

『
武
道
伝
来
記
』
が
ひ
ょ

っ
こ
り
と

顔
を
出

し
て
い
る
。
先
に
見
た

11

『
本

朝
知
恵
鑑
』
も

そ
う
だ
が
、
編
者
は
本

書

へ
実
際
に
目
を
通
し
た
上

で
、
あ
え

て
各
々

の
部
類

へ
含
め
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
疑
問
の
残

る
所

で
あ
る
。

2

・
4

「
詩

書
歌

書
雑

書
」

表
題
に
は

「
詩
書

」
「
歌
書

」
「
雑

書
」
と

い
う
三
種
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る

が
、
実
際
に
は

「
詩
書
」
「
歌
書
」
は

数
え

る
ほ
ど
し
か
無
い
。

「
雑
書

」
と
い
う
類
は

『
古
今
書
籍

題
林
』
に
も
存

し
た
が
、
そ

こ
で
は

『
鶴

林

玉
露
』
『
枯
杭
集
』
な

ど
の
類
書
が
集

め
ら
れ
て
い
た
。
対

し
て
こ
の

『
見

聞
名

目
記
』
に
言
う

「
雑
書
」

の
名

の
下
に
は
、
若
干
の
料
理
書

の
他
、
数
多

の
浮
世
草
子
類
が
集

め
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
う
ち
面
白
い
の
は
、
浮
世
草
子
が

こ
れ
だ
け
多
く
採

ら
れ

て
い
る

の
に
、

西
鶴
本
が
僅
か
に
、
先
の
靭

『
武
道
伝

来
記
』
を
見
る

の
み
で
あ

る
事
だ
ろ
う

。
先
述

の
通
り

『
見
聞
名
目
記
』
に
は
、

先
に
刊
行
さ
れ
た

『
古
今
書
籍
題
林
』

に
漏
れ
た
も

の
を
採
る
、
と

い
う
編
集

方
針
が
謳
わ
れ
て
い
た
。
延
宝
三
年
刊

の

『
古
今
書
籍
題
林
』
に
は
西
鶴
作
の

浮
世
草
子
は
当
然
載

る

べ
く
も
な

い
訳

だ
が
、
そ
れ
か
ら
漏
れ
た
も

の
を
採
る

と
い
う
方
針

の

『
見
聞
名
目
記
』
に
は
、
も

つ
と
西
鶴
作
が
採
ら
れ
て
も
良

い

筈
で
あ
る
。

3

出

版

規

制

に

関

す

る

注

記

本
書
を
出

版
資

料
と
し

て
考
え

る
際

も

つ
と
も
特
記
す

べ
き
事

項

の

一
つ

に
、
「
絶
板
」
「
絶
判

」
「
止
板
」
な
ど
、
出
版
規

制
に
関
す
る
注
記
が
散
見
さ

れ
る
事
が
あ
る
。
江
戸
時
代

の
出
版
規
制
に
関

し
て
は
、
明
和
九
年
刊

『
禁
書

目
録
』
註
,
、
写
本

『
絶
焼
録
』
註
3
と
い
う
絶
版
に
関
す
る
目
録
を
は
じ
め
、
『
済

帳
標
目
』
な
ど
本
屋
仲
間

の
記
録
類
に
よ

つ
て
あ
る
程
度
知
る
事
が

で
き
る
。

ま
た

近
代
に
入

っ
て
は
、
宮
武
外
骨

『
筆
禍
史
』
註
、
、
蒔
田
稲
城

『
京

阪
書
籍

商
史
』
註
,
、
今
田
洋
三

『
江
戸
の
禁
書
』
註
,
、
伊
東
多

三
郎

「
禁
書

の
研
究
」

註
7な

ど
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

『
見
聞
名

目
記
』
に
出
版
規
制
に
関
し
て
記
載

の
あ

る
書
物
は
、
全
部

で
二

〇
部
あ

る
。
そ
の
中
に
は
先
行
研
究
が
言
及
す
る
も
の
も
存
す
る
が
、
書
名
が

微
妙
に
異
な

つ
て
同
定
す

る
の
に
幾
分
躊
躇
さ
れ
る
も

の
や
、
絶
版
書

と
し
て

言
及
さ
れ
た
先
例
を
見
な

い
も
の
も
混

じ

っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

上
記

の
点
を
考
慮
し
、
出
版
規
制
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
書
物
に

つ
い
て
以

下
に
見
て
行
く
事
と
し
た

い
。
こ
れ

ら
の
中
に
は
、
秀
吉
に
関
す

る
も

の
、
赤

穂
義
士
に
関
す
る
も
の
等
、
出
版
規
制
を
受
け

る
理
由
が
お
お
よ
そ
想
定
し
う

る
も
の
も
あ
る
。
便
宜
上
ま
ず
は
そ
れ
ら
に
よ

つ
て
大
ま
か
に
分
類
し
、
そ
の

上
で
、
個
々
に
関
す
る
資
料
な
ど
を
知

る
範
囲
で
挙
げ
て
み
た

い
。

3

・
1

豊

臣
秀

吉
関

連

『
太
閤
記
』
を
は
じ
め
、
関
ヶ
原

の
合
戦
と
豊
臣
秀
吉
に
関
す
る
書

物
に
対

す
る
出
版
規
制
は
少
な
く
な

い
。
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①

螂
関

ケ
原
軍

記

『
禁
書

目
録
』
「
書
本
」
部
に

「
一
、
関
原
記
/

一
、
同

大
全
」
。

写
本

。
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』

「
関
原
軍

記
大
成
」

の
項

(
中
村
幸
彦

執
筆
)
に
よ
れ
ば
、
本
書
に
は

「
刊
行

の
意
志
を
示
す
語
句
も
見
え
る
が
、
実

現
せ
ず

、
写
本
で
広
く
読
ま
れ
」
た

と
い
う
。

こ
の
項
に
限
ら
ず
、
『
見
聞
名

目
記
』
に
見
え
る

「
絶
板
」
と
さ
れ
る
書
物
の
う
ち
、
刊
行

の
形
跡
を
見
な

い

写
本
は
多

い
。

②

餌
諸
家
前

太

平
記

『
和
漢
軍
書
要
覧
』
(
明
和
七
刊
)
巻
上
に

「
諸
家
前
太
平
記

十
六
冊

平
カ
ナ
絵
入

秀
吉
秀
次
両
代
諸
国
ノ
争

戦
勇
士

ノ
軍
功
ヲ
抜

華
」
。

『
軍
書

目
録
』
に

「
諸
家
前
太
平
記
難
波
戦
記

二
同
」
。

刊
本

。
本
文
に
は

「太
閤
秀
吉
公
立
身

の
由
来

の
事

」
な
ど
の
章
段
が
あ
る
。

『
諸
家
高
名
記
』
(
正
徳

四
年
刊
)

に
付

さ
れ
た
巻
末
広
告
に
は

「
諸
家
前

太
平
記

(高

名
記
前
編
/
全
部
十
三
冊

)
近
日
出
来
/
右
者
大
坂
物
語
と
て
従

以
前
板
行
錐
有
数
多
そ

の
し
げ
き
を
か

り
も
れ
た

る
を
聞
伝

へ
君

恩
の
あ
り
が

た
き
事
を
童
蒙
に
し
ら
し
め
ん

の
み
」

と
あ

る
。

③

蹴
浪

花
戦

記

『
禁
書
目
録
』
「
書
本
」
部

に

「
一
、
難
波
戦

記
数
品
」
。

④

50
武

家
童

子
訓

刊
本
。
神
田
白
龍
子
著

。
内
題

「
古
今
武
家
童
子
訓
」
。
武
門

の
童
幼

の
教

訓
の
鑑

と
す
る
た
め
、
武
将
の
少
年

期

の
逸
話
を
集
め
た
叢
伝

で
あ
る
。
漢
字

平
仮
名
交

じ
り

で
挿
絵
も
あ
り
、
啓

蒙
的
な
書
物

で
あ
る
。

本
書
は
享
保

三
年
刊

(京
都
升
屋
孫
兵
衛
他

一
騨
)
で
あ
る
が
、
後
印
本

(
内

閣
文
庫
本

〈
1
9
0
/

1
7
9
〉
等
)

の
刊
記
は

「
安
永
三
年
午
ノ
十

一
月
吉

辰
/
め
と
木
屋
宗
八
求
板
」
と
あ
り
、
『
見

聞
名

目
記
』

の
編
ま
れ
た
寛
保

三

年
以
後
に
も
板
木
が
残

つ
て
い
る
事
は
明
ら
か

で
あ
る
。

本
書
巻
五
に
は

「
豊
臣
秀
吉
公
稚
立

の
事

」
と
い
う
秀
吉
を
賛
美

す
る

一
章

が
あ
る
。
ま
た
巻
末
に
は
、
「
古
今
武
家
童
子
訓

全
部
十
巻
/
板
行
出
来
不

仕
候
故
、
先
前
編
と
し
て
五
巻
出
し
申
候
。
後
篇
五
巻
追
付
出

し
可
申
候
」
と

の
記
事
が
あ
る

(
安
永
求
板
本
に
も
存
)
。

⑤

26
東

国
太

平
記

『
禁
書
目
録
』
「
絶
板
之
部
」
に

「
一
、
東
国
太
平
記
」
。

『
絶
焼
録
』
「
絶
版
書
目
」
に

「
東
国
太
平
記
玉
山
点

十
六
」
。

『
筆

禍
史
』
は

『
文
会
余
業
』
を
引
き
、

『
文
會
蘇
業
』
に

「
仙
台
侯

へ
板
木
買
上

の
上
絶
版
致
候
と
承
候
」
と
あ

り
、
伊
達
政
宗
が
豊
臣
秀
吉
に
対
す
る
行
動
の
醜
態
な
り

し
を
、
此
書
に

叙
述
さ
れ
た
る
が
為
な
ら
ん
か

と
す
る
。

ま
た
榊
原
篁
州

『
榊
巷
談
苑
』
に

「
北
越
太
平
記
、
東
国
太
平
記
は
、
紀
州

の
宇

佐
美
竹
隠
が

つ
く
り
て
其
名
を
ば

か
く

し
け
り
」
と
あ
る
。

所
見
本
は
宝
永

三
年
刊
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
、
秀
吉
の
詳
細
な
伝
よ

り
語
り
起
こ
し
、
秀
次
の
切
腹
に
至

る
。

⑥

甥
石
田

軍
記

『
禁
書

目
録
』
「絶
板
之
部
」
に

「
一
、
石
田
軍
記
」
。

『
絶
焼
録
』
「
絶
版
書
目
」
に

「
石
田
軍
記

十
」
。

山
本
北
山

『
孝
経
楼
筆
記
』
巻
四
に

「
前
太
平
記
の
作
者
は
平
山
素
閑
と
い

ふ
者
、
京
都
に
住

し
、
石
田
軍
記
を
作
り
版
行

し
、
作
者
御
詮
議
に
よ
り

て
京
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都
を
出
奔
し
、
江
戸

へ
来
り
居
住
す
、
正
徳

二
年
卒
す
年
八
十
二
歳
」
と
あ
る
。

所
見
本

で
は
内
閣
文
庫

本

(
1
6
8
/

1
8
4
)
な
ど
が
刷
り
の
早

い
も
の

と
思
わ
れ

る
。
別

の
内
閣
本

(
1
6
8
/

1
7
9
)
等
は
覆
刻
本
で
、
そ
れ
に

は
本
文

の
異
同
が

見
え

る
。
し
か

し
初

板
に
も
か
な
り
時
代
が
下
る
印
本
と
み

ら
れ
る
も

の

(
内
閣
文
庫
本

〈
1
6
8
/

1
7
8
。
1
6
8
/
1
8
0
>
な
ど
)

が
あ
る
故
、
平
行

し
て
行
わ
れ
た
か
。

3

・
2

赤
穂

義
士

も

の

赤
穂
義
士
に
関
す
る
書
物
は
左
に
挙

げ

る
五
部
で
あ
る
。
写
本
と
刊
本
が
混

じ
る
。⑦

餅
内
侍

所

写
本
。
『
赤
穂
精

義
内
侍
所
』
『
忠
臣

規
矩
順
従
録
』
な
ど
の
別
題
が
あ
る
。

都
の
錦

の
手
に
な

る
。

⑧

44
介

石
記

『
禁
書
目
録
』
「
書
本
」
部
に

「
一
、
介
石
記
/

一
、
同

追
加
」
。

⑨

節
忠
義

太

平

記
大

全

『
済
帳
標
目
』
に

「
一
、
太
平
義
臣
伝

忠
義
太
平
記
大
全

忠
信
略
太
平

記

高
名
太
平
記

右

四
板
此
度
絶
板

被
為
仰
付
仲
間
売
買
不
仕
連
判
被
申
下

享
保
」
。

享
保

二
年
、
京

都
菱
屋
治
兵
衛
刊
。

大
岸
由
良
之
助
を
主
人
公
と
し
、
漢
字

平
仮
名
文
で
書
か
れ
た
義
士
物
で
あ
る

。

⑩

80
赤

穂

記

大

石
記

実

正
記

退
転
録

2

『
禁
書

目
録
』
「
書
本
」
部
に

「
一
、
新
撰
大
石
記
」
。

⑪

説
大

石
義
信

伝

『
禁
書
目
録
』
「
絶
板
之
部
」
に

「
一
、
太
平
義
信
伝
」
。

『
絶
焼
録
』
「
絶
版
書
目
」
に

「
赤
城
義
臣
傳

十
五
」
。

『
済
帳
標
目
』
参
照
。
-
v
⑨

『
筆
禍
史
』
は
こ
の
書
に
別
名
が
多

い
事
に
触
れ
、
次

の
よ
う
に
言
う
。

此

『
赤
城
義

臣
伝

』
、
『
太
平
義
臣
伝
』
、
『
赤
穂
義
臣
伝
』
は
、

い
ず
れ

も
片
島

深
淵

の
編
述

(
享
保
四
年

の
序
あ
り
版
年
不
詳
)
に
し
て
同

一
の

も

の
な
り
。
ロ
バ
原
版

と
翻
刻

本
と
の
差
あ
る

の
み

(『
赤
穂
義
臣
伝
』
は

翻
刻
本
な
り
)
尚
別
に

『
四
十
六
臣
伝
』
又
は
単

に

『
義
臣
伝
』
と
も
記

せ
り
、
『
文
会

余
業
』

に

『
精
忠
義
臣
伝
』

と
あ

る
も
、
恐
ら
く
は
同

一

の
も

の
な
ら
ん
、
全
篇
十

四
巻
或
は
十
五
巻
な
り
、
其
巻
尾
に
大
議
論
あ

り
て
義
士
を
推
賞
せ
り

こ
の
他
に
も
本
書
に
は
、
漢
字

ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
に
改
め
ら
れ
た

『
赤
城

義
臣
絵
伝
記
』
や
、
近
世
木
活
字
本

『
赤
城
雪
心
伝
』
な
ど
の
異
本
を
見

る
事

が
出
来
る
。

3

・
3

慶
安

太

平
記

も

の

由
井
正
雪

の
乱
に

つ
い
て
記
し
た
も

の
。
左
に
挙
げ
る

二
本
は
共
に
写
本
で

あ
る
。⑫

都
油

井
根

元
記

『
禁
書
目
録
』
「
書
本
」
部
に

「
一
、
由
井
根
元
記
」
。

⑬

㎝
正
忠
太
望

記

写
本

『
寸
虫
大
望
記
』
を
指
す
か
。
『
寸
虫
大
望
記
』
は

い
わ
ゆ
る

「
慶
安

太
平
記
物
」

の

一
つ
。
⑫

に
挙
げ
た

『
由
比
根
元
記
』
と

こ
の

「
「
寸
虫
太

平
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記
」
と
題
す

る
も

の
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
」
(『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
「
由
比

根
元
記
」

の
項

〈
中
村
幸
彦
執
筆

〉
)
で
あ
る
と
い
う
。

3

・
4

そ

の
他

上
記

の
分
類
に
収
ま

ら
な

い
も

の
、
ま
た
、
現
存

・
記
録
を
知
ら
な
い
も

の

は
左
の
通
り
で
あ

る
。

⑭

38
都
名
所
物
語

1

山
本
泰

順

『
洛
陽
名
所
集

』
(
万

治
元
年
刊
)
を
指
す
か

。
本
書
は
別
題
に

「
都
物
語
」
が
あ
り
、
書
籍
目
録
に

は

「
都
物
語
」
の
名

で
も
載
る
。

『
新
修
京

都
叢
書
』
第
十

一
巻

(
昭
和
四
九
年

一
月

臨
川
書
店

野
間
光

辰
)
に
よ
れ
ば
、
本
書
に
は
寛
文

四
年
上
村
次
郎
右
衛
門
求
版
本
が
あ
り
、
初

版

(板
屋
仁
兵
衛

)
と

の
間
に
大
き

な
本
文
の
異
同
が
あ

る
と
い
う
。
ま
た
同

書

に
よ
れ
ば
、
父
友

我
が
泰
順
の
嫁

取
資
金
の
た
め
に
偽

の
長
崎
糸
荷
を
質
入

れ
し
た
答

で
、
寛
文
九
年
に
父
子
と

も
礫
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と

い
う
。
そ
う
し

た
作
者

の
事
情
が
書
物

の
刊
行
に
も

影
響
し
た
も

の
か
、
不
明
で
あ
る
。

⑮

固
国
家
政
道
論

該
当
す

る
書
名
を
知

ら
な

い
。

越
後
双
動
記

『
禁

書

目

録

』

「
書

本

」
部

に

「
一
、
越

後

通

夜

物

語

/

一
、

同

侍

動

記

」

「
一
、

越

後

騒

動

」
。

⑰

脳
北
越
太
平
記

刊
本

。
内

題

・
目
録
題
等

「
北
越

軍
記
」
。

「
北
越
太
平
記
」
は
外
題
。
宝

永

八
年
刊
。
謙
信

・
信
玄

の
争

い
を

中
心
に
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

で
記
す
。

『
榊
巷
談
苑
』
参
照
。
↓

⑤

⑱

78
織

田
真

記

享

保
二
年
序
刊
。
所
見
本
各
題

「
織
田
真
紀

」
。
漢
文

で
織
田
信
長

の
伝
を

記
す
。
諸
本
に
享
保
四
年
瀬
尾
源
兵
衛

の
の
奥
付
を
付
し
た
も

の
が
あ

る
。

⑲

捌
諸
家
盛
衰
記

『
軍
書
目
録
』
「
写
本
記
録
類
」
の
部
に

「
諸
家
盛
衰
記
」
。

⑳

螂
羽
州
米
沢
軍
記

該
当
す
る
書
名
を
知
ら
な
い
。

4

伴

祐

佐

の
書

物

に

関

し

て

書
名
に
付
さ
れ
た
注
記
を
眺
め
る
と
、
次
の
よ
う
に

「
祐
佐
」
と
の
記
述
が

目
に
付
く
。

弁
慶
記

五
巻
/
祐
佐
作

太
平
百
物
語

前
後
十
巻
/
祐
佐
作

風
流
読
軍
談

五
巻
/
祐
佐
作

御
伽
随
筆

五
巻
/
祐
佐
編

垂
本
倭
比
事

十
巻
祐
佐
編
/
西
川
祐
信
図

祐
佐
は
伴
姓
。
「
ゆ
う
す
け
」
と
訓
す
る
。
別
号
菅
生
堂
主
人

.
恵
忠
居
士
。

本
業
は
河
内
屋
宇

兵
衛
を
名
乗
る
書
騨

で
あ
り
、
自
ら

『
風
流
読
軍
談
』
『
太

平
百
物
語
』
な
ど
の
浮
世
草
子
風
書
物
も
著

し
て
い
る
興
味
深

い
人
物
で
あ
る
。

『
見

聞
名
目
記
』
に
載
る
上
記
の
記
述
に
は
、
『
国
書
総
目
録
』
な

ど
に
見

え
ぬ
も
の
も
存
す
る
。
し
か

し
結
論
か
ら
言

っ
て
し
ま
え
ば
、
残
念
な
が
ら
そ

れ
ら
は
河
内
屋
宇
兵
衛
の
蔵
版
目
録
か
ら
採

っ
た

も
の
で
、
『
見
聞
名

目
記
』

独
自

の
情
報
と
は
言
え
な

い
よ
う
で
あ
る
。
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河
内
屋
宇
兵
衛

の
蔵
版
目
録
は
、
朝

倉
治
彦
監
修

『
近
世
出
版
広
告
集

成
』

註
8
な
ど
に
も
載

ら
な

い
ゆ
え
紹
介
し
て
お
く
と
、
今

の
と
こ
ろ
二
板
が
確
認
で

き
た
。

一
つ
は
大
阪
府

立
中
之
島
図
書
館

『
武
将
感
状
記
』
(3
2
4

・
8
/

2
6
。

刊
記

「
正
徳
六
丙
申
歳
仲
夏
上
洗

日
/

浪
華
書
舗
/
柏
原
屋
清
右
衛
門
/
河
内

屋
宇

兵
衛
」
)

の
巻

末
に
付
さ
れ
た

も

の

で
、
「
菅
生
堂
壽
梓
目
録
」

と
題
す

る
二
丁
。
四
五
部

の
書
物
を
載
せ
、
小

書
き

で
作
者

・
冊
数

の
他
、
若
干

の
梗

概
を
記
す
。
ま
た
同
館
蔵

『
三
楠
実

録
』

(
請
求

番
号
3
2
4

・
2
/
4
。
刊

記

「
享
保
六
歳
辛
丑
五
月
穀

旦
/
撰
者

伏
見
大
路
第

二
橋

畠
山
大
全
/
書

舗

大
阪
南
久
太
郎

町
心
斎
橋
筋

河
内

屋
宇
兵
衛
」
)
所
載

の
目
録
は
同
板

な
が
ら

、
『
萬
葉

伊
勢
物
語

』
『
兵
法

秘
傳
書
』

の
二
部
を
彫
り
加
え
る
他
、

若
干
の
異
同
が
見
ら
れ

る
。

も
う

一
つ
は
東
京

大
学
附
属
図
書

館
蔵

『
大
友
真
鳥
実
記
』

(
請
求
番
号

H

2
0
/

2
5
。
刊
記

「
享
保
乙
卯
冬
御

免

元
文

二
年
丁
巳
春
正
月
穀
旦
刻
成

/
編
者

伏
見
第

二
橋

畠
山
泰
全
子

/
書
牌

大
坂
心
斎
橋
筋

河
内
屋
宇

兵
衛
版

」
)
に
付
さ

れ
た
も

の
。
「
菅

生
堂
壽
梓
目
録
」
と

の
目
録
題
は

同

一

で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
別
板

で
あ
る

。
三
丁
に
七
八
部
を
掲
載
し
、
前
者
に
比

し
て
梗
概
は
記
さ
れ
な

い
も

の
の
、

作
者

・
冊
数
に

つ
い
て
は
よ
り
律
儀
に
書

き
記
さ
れ
て
い
る
。

試

み
に
後
者

の
目
録

に
載
る
書
名

を
全

て
挙
げ
、
『
見
聞
名
目
記
』
に
も
採

ら
れ
て
い
る
も

の
を
拾

つ
て
み
る
。
該
当
書
は
太
字
に
し
、
前
号
翻
刻

に
冠
し

た
通

し
番
号
を
記
し
た
。

孝
教
白
文

同
示
蒙
句
解

小

学
句
読
(
92
)

同
示
蒙
句
解

四
書
紗
説

(
85
)

慎
終
疏
説

釈
親
国
字

解

詩
法
要
略
(
3
)

文
法
要
略

詩
学

3

笙
蹄

詩
文
国
字
順

養
子
訓

(93
)

西
銘
示
蒙
解

春
宵
客
談

三
楠

実
録
(23
)

大
友
真
鳥
実
記
(
07
)

南
北
盛
衰
記

武
将
感
状
記
(95
)

同

ハ
∠

9
」

ハ
∠

後
編
(
29
)

兵
法
奥
義
書

的
場
指
南
紗
(
31
)

弁
慶
記
(
29
)

役
行
者
霊

験
記
(
86
)

梨
窓
随
筆
(24
)

和
漠
弁
会
録
(94
)

勧
化
讃
題
紗
(95
)

弘

法
大
師
和
讃

朝
昏
課
諦

本
性
正
楽

記
(
03
)

西
方
瑞

応
伝
(
96
)

四

帖
墨
妙

草
書
千
家
詩

草
書
千
字
文

前
後
赤
壁
賦

碧
桐
法
帖

罪

微
帖

楷
書
墨
妙

草
書
翰
林

楷
書
大
字

五
柳
先
生
伝
(0
)

西
銘

1

百
也
往
来

庭
訓
往
来

同
伝
内

新
用
文
章

宝
玉
節
用
集

増
燈

下
集
(
97
)

医
門
摘
要
(2
)

薬
性
名
寄
帳
(
3
)

同
後
集
(
3
)

痘
疹
大

成

素
問
約
註
(
2
)

前
後

一
円
集

請

家
名
数
(
9
)

雅
錘
酔

狂
集

-

りム

堀
川
院
艶

書
合

桃
園
集
(
2
)

万
葉
伊
勢
物
語

太
平
百
物
語
(1
)

3

3

同
後
編
(31
)

風
流
読
軍
談
(32
)

御
伽
随
筆
(
32
)

立
花
百
瓶
図
(
33
)

同

五
十
瓶

図

(
3
)

立
花

巧
様

式

(
2
)

絵
本
誉

草

画
本

倭
比
事

∩」

3

(
33
)

名
勝
山
水

図
(
33
)

寸
珍
百
人

一
首

同

服
忌
令

料

理
初

心

抄

(
33
)

同
精

進
初

心
抄
(
33
)

太

和
原
始
訥
抄
(

10
)

今
川
手
本

新

選
塵
劫
記

懐
中
年
代
記

扇
計

賭
礼
教
訓
鑑

(
2
)
3

「
菅
生
堂
壽
梓
目
録
」
に
載
る
七
八
部

の
内
、

三
七
部
を

『
見
聞
名
目
記
』

に
も
認
め
る
事
が

で
き
た
。
『
見
聞
名
目
記
』

の
編
集
方

針
で
採
ら
れ
る

べ
き

書
物
は
ほ
ぼ
余
さ
ず
採
ら
れ
て
い
る
と
言

っ
て
良

い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

こ
れ
ら
を

『
見
聞
名

目
記
』
の
中

で
見
て
み
る
と
、

同

一
箇
所
に

集
中
し
て
掲
載
さ
れ
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
例
え
ば

「
仏
教
儒
書
歴
書
勧
化

書
」

の
部

の
92
か

ら
97
は
、
『
小
学
句
解

』
『
養
子
訓
』
『
和
漢
弁
会
録
』
『
勧

化
讃
題
抄
』
『
西
方
瑞
応
伝
』
『
増
燈

下
集
』

と
河
内
屋
宇
兵
衛

の
刊
本

が
続

く

し
、
「
詩
書
歌
書
雑
書
」

の
部

の
32
か
ら

33
に
至

つ
て
は
、
左

の
よ
う
に
、

小
書
が
悉
く

一
致
し
て
い
る
事
が
分
か

る
。
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『
見
聞
名
目
記
』

猶
梨
窓

随
筆

二
巻
/
恵
空
作

螂
風
流

読

軍
談

五
巻
/
祐
佐
編

泌
御
伽

随
筆

五
巻
/
祐
佐
編

脚
立
花

巧

花
式

五
巻
/
原
田
一
水
翁
作

鎚
桃
園
集
前
句
附

猶
諸
礼
教
訓
鑑
二
冊

蜘
料

理
初

心
抄

五
冊
/
吉
田
氏
作

謝
同

精

進
初

心
抄

三
冊
/
吉
田
氏
作

鋭
神
道
俗
解
五
巻

鵬
風
流
七
小
町
六

謝
立

花

百
瓶
圓
/
五
十
瓶
/
彩
色
四
冊

圖335

垂

本

倭

比

事
十
巻

/
祐
佐
編
西
川
祐
信

 

獅
詩
法
要
略
二
巻
/
河
楽
先
生
作

獅
名
勝
山
水
圓
二
巻
/
高
木
幸
介
作

「
菅
生
堂
壽
梓
目
録
」

梨
窓

随

筆
恵
空
作
/
全
二
冊

風
流
読

軍
談

同
作
/
全
五
冊

御

伽

随
筆

同
作
/
全
五
冊

立

花

巧
花

式

原
里

水
翁
/
全
五
冊

桃

園

集
前
句
附
/
全
一
冊

諸
礼
教
訓
鑑
全
二
冊

料
理

初

心
抄

吉
田
氏
作
/
全
五
冊

精
進

初

心
抄

同
作
/
全
三
冊

(記
載
な
し
)

(記
載
な
し
)

立

花

百
瓶

図

彩
色
全
二
冊

同

五

十
瓶

図

彩
色
全
二
冊

垂

本

倭

比
事

全
十
冊
/
西
川
祐
信
圖
伴
祐

佐
編

詩

法

要

略
河
楽
先
生
作
/
全
二
冊

名

勝

山

水

圖
高
木
幸
介
作
/
全
二
冊

以
上
の
通
り
、
河
内
屋
宇
兵
衛

(
伴
祐
佐
)
刊

の
書
物

に
関
し
て
は
、
そ
の

多
く
を
蔵
版
目
録
に
拠

つ
て
い
る
事

は
も
は
や

明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
で
は

蔵
版
目
録

の
紹
介
も
兼
ね
る
意
味
で
河
内
屋
宇

兵
衛
を
例
に
取

っ
た
が
、

こ
れ

以
外
に
も
、
同
様
に
蔵
版
目
録

の
類

よ
り
抜
き
書
き

し
た
箇
所
が
存
す
る
事
は

充
分
に
予
想

で
き
る
所

で
あ
る
。

5

作

者

に

つ

い

て

さ
て
こ
の
目
録

の
編
者
源
誠
と
は
、
ど

の
よ
う
な
人
物
だ

つ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
巻
末
に

「
述
作
下
書

目
録
」
と
し
て
、
十

二
部

の
自
著

の
目
録
を
記
し
て

お
り
、
こ
れ
が
著
者
源
誠
を
知
る
数
少
な

い
手
が
か
り
と
な
る
。

そ
の
内

の
殆
ど
は
現
存
が
確
認
さ
れ
な

い
書
物

で
あ
る
故
、
今
は
そ
の
書
名

か
ら
想
像

を
逞
し
く
す
る
他
な

い
。
『
信
州
善
光
寺
物
語
』
『
信
貴
山
霊
験
縁

起
』
『
高
僧
傳
元
五
繹
書
』
『
結
縁
佛
法
俗
談
記
』
等

の
通
俗
仏
書

、
『
蟷
螂
講

繹
抄
』
は
談
義
本
に
近
い
も
の
で
あ

つ
た
だ
ろ
う
か
。
ま
た

『
瓶
原
古
今
志
』

『
遠
国

み
や
げ
』
等
は
地
誌
、
『
戦
国
年
表
諸
國
考
合
記
』
『
甲
府
山
皐
鎧
』

等
の
軍
記
俗
談
書
、
と

い
う
事
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
見
る
と
、

こ
れ

ら

の
彼

の
著
述
は
、
『
見
聞
名
目
記
』
に
お

い
て
源
誠
が
集

め
て
来
た
書

物
の

傾
向
と
ほ
ぼ
軌
を

一
に
す
る
も

の
と

い
つ
て
良
い
よ
う
で
あ
る
。
源
誠

の
目
録

編
纂
の
方
法
は
、

こ
の
よ
う
な
述
作
活
動

の
資
料
と
し
て
、
自
ら
の
心
覚
え
と

い
う

一
面
を
強
く
持

つ
て
い
た
事

を
見

て
取

つ
て
良

い
で
あ

ろ
う
。

こ
の
中

で
唯

一
現
存
を
確
認
出
来
た

の
が

『
瓶
原
古
今
志
』
で
、
筑
波
大
学

図
書
館
に
写
本
を
蔵
す
る

(請
求
番
号
ネ
3
2
0
/

1
0
7
)
。
本
書
は
五
巻

追
補

一
巻
付
録

一
巻
四
冊
。
寛
保

二
年
自
序

。
延
享
五
年
無
名
園
古
道

子
写
。

山
城
国
瓶
原

の
地
誌

で
あ
る
。

序
文

に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

瓶
原
古
今
志
之
序

夫
瓶
原
は
往
古

の
都
地
也
。
故

に
名
所
古
跡
古
歌
多
し
。
好
人
の
家
に
散

し
を
ひ
ろ
い
あ
わ
せ
、
五

つ
の
巻
と
わ
け
、
所

〃
名
跡

の
過
を
誠
し
不
足

を
補
。
古
今

の
志
を
求

て
編
集
置
ぬ
。
時
に
寛
保

二
戌

の
さ
む
空
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民
間
之
童

子

源
誠

本
書
は
あ
る
数
奇
者

の
家
に
取
り
散

ら
し
て
あ

っ
た
瓶
原
に
関
す
る
記
録

.

古
歌
な
ど
を
取
り
集
め
、
訂
正

・
補
足

し
て
成

つ
た
も

の
で
あ
る
と

い
う
。
内

題
下
の
署
名
に
は

「
民
間
之
童
子
富
盛

誌
/
源
誠
撰
集
記
」
と
あ
り
、
追
補
巻

の
署
名

に
だ
け

「
民
間
之
童
子
源
誠
」

と

の
み
あ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
記
録

類
を
纏
め
た

と
い
う

「
好
人
」
は
名
を

富
盛
と
言

い
、

そ
れ
を
訂
正

.
補
足
し

た

の
が
源
誠

で
あ

つ
た
事
が
分
か
る
。

ま
た
巻
末

の
識

語
に
は

右
三
巻

一
冊
は
法
居
士
釈
到
岸

房
在
俗
の
硯
、
好
人

の
見
書

を
集
め
寄

る

な
り

(
原
漢

文
)

と
あ

る
。

こ
れ
も
序
文
の
記
載
と

ほ
ぼ

一
致
す
る
が
、
集

め
寄
せ
た
人
物
の

名
が

こ
こ
で
は
釈
到
岸
坊
と
な

つ
て

い
る
。
源
誠
の
別
号
と
認
定
し
て
良

い
で

あ
ろ
う

。
源
誠
が
僧
籍
に
あ

つ
た
事

も
こ
こ
か
ら
知
ら
れ
る
。

数
寄

者

・
富
盛
に

つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
が
、
巻

一

「
瓶
原
三
十
三
所
之
道

歌
」
の
末
に
、
次

の
よ
う
な
記
事
を

見
出
す
。

右
瓶
原

三
十

三
所
之
道
歌
は
愚

父
吉
沢
氏
富
成
過

シ
享
保
十
七
壬
子
年
述

集
者
也

或
日
此
歌

芳
沢
氏
之
述
作

歌
所
武
者
小
路
殿
藤
原
家
と
去
ル
律
師

添

削
と
も
云
り

「
愚
父
」
と
は
、
名
前

の
類
似
か

ら
し
て
も
、
『
瓶
原
古
今
志
』

の
原
撰
者

で
あ
る
数
寄
者

・
富
盛

の
父
を
指
し

て
い
よ
う
。
吉
沢

(
芳
沢
)
を
姓
と
し
た

事
が
わ
か
る

。
「
或

日
」
以
下
は
意
味

が
取
り
に
く

い
が
、

こ
の
歌
が
武
者
小

路
家

の
添
削
を
受
け
た
事
を
誇

つ
て

い
る

の
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
吉
沢
氏
に
関

す
る
も
の
で
は
、
宝
永

八
年

二
月
、

国
分
寺
の
庚
申
堂
建
立
が

「
吉
沢
氏
道
春

と
云
人
肝
煎
に

て
」
成

つ
た
と
す

る
記
事
も
見
え
る

(
巻
三
)
。
吉
沢
氏
は
当

地
の
有
力
者
で
あ

っ
た
事
が
想
像
さ
れ

る
。

翻

つ
て
見

る
に
、
『
瓶
原
古
今
志
』

の
本
文
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
典
を
博
捜

し

て
い
る
。
巻
五

「
解
脱
上
人
略
記
」
と
し
て
解
脱
上
人

こ
と
貞
慶

の
伝
考
証

す
る
段
で
は
、

興
福
寺
已
講
解
脱
上
人
、
貞
慶
伝
記

・
長
明
発

心
集
に
も
、
本
朝
古
徳
伝

・
本
朝
高
僧
伝
に
も
有
り
。
又
元
亨
釈
書

に
御
伝
有
り
。
…

と
し
、
続
け
て

『
扶
桑
隠
逸

伝
』
『
太
平
記
』
『
笠
置
寺
縁
起
』
『
黒
谷
上
人

伝
』
『
大
和
名
所
記
』
『
埃
嚢
抄
』
『
沙
石
集

』
『
明
恵
上
人
伝
』
『
一
言
芳
談
』

『
行
者
用

心
集
』
『
古

今
著

聞
集
』
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起

』
『
神
社
考
』
『
観

音
冥
応
集
』
『
弥
陀
本
願
義
疏
』
な
ど
と
い

つ
た
書
物
か
ら
、
貞
慶

に
関
す

る

記
事
を

列
挙
し
て
い
る
。
か
よ
う
な
博
捜
を
可
能
に
す
る
程
に
、
本
書

の
原
撰

者

・
吉
沢
富
盛

の
手
元
に
数
多
く

の
蔵
書
が
あ

つ
た
事
が
思
わ
れ
よ
う
。

以
下
は
想
像

の
範
囲
を
出
な

い
が
、

こ
う
し
た
蔵
書
を
持

つ
吉
沢
氏

の
著
述

を
取
り
集

め
、
増
訂
し
た
と
い
う
源
誠
は
、
吉
沢
氏
の
蔵
書
を
か
な
り
自
由
に

閲
す
る
事

が
で
き
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
環
境
が
備
わ

つ
て

こ

そ

『
見
聞
名

目
記
』
の
よ
う
な
書
籍
目
録
が
個
人

の
手
に
よ

つ
て
成
り
得
た
と

考
え
る
事

は
、

そ
う
不
自
然
で
は
な
い
よ
う
に
思
う

の
で
あ
る
。

6

お
わ
り

に

以
上

、
『
見
聞
名

目
記
』
に

つ
い
て
知
る
所
を
述

べ
て
き
た
。
出
版
資
料
と

し
て
の
信
慧
性
に
対

し
て
は

マ
イ
ナ

ス
要
因
ば
か
り
述

べ
て
き
た
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
が
、
妄
信
す
る
事
も
蔑
ろ
に
す
る
事
も
出
来
な

い
の
が

こ
の
種

の
書
物

で
あ
る
。
本
稿
が
目
指

し
た
の
は
、

い
わ
ば
本
書
使
用
上

の
注
意
と
で
も
言
う
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べ
き
も

の
で
あ
り
、
本
稿
を
踏
ま
え
た

上
で
、
諸
賢
が

『
見
聞
名
目
記
』
を
活

用
さ
れ
ん

こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

註

18765432

横

山
重

「
江
戸

時
代

.
書

林

編
集

の
書
籍

目
録

」
(
『
寛

文
十

年
書

籍

目

録

』

〈
古

典

文
庫

、

昭

和
三

七

年

〉
)

幸

田
成

友

『
書

誌
学

の
話

』

(
『
日
本

書

誌

学

大
系

』

7

昭

和

五

四

年

五
月

青

裳

堂

書

店

)
阿

部

隆

一

『
江

戸
時

代
書

林

出

版

書

籍

目

録
集

成

』
解

題

(
昭

和

三
七

年

一
二
月

～

昭

和

三

八

年

一
〇

月

井

上
書

房
)

『
日
本

書

目
集

成

』

4

(
汲

古
書

院

)

の
影

印

に
拠

っ
た
。

『
日
本

書

目
集

成
』

4

(
汲

古
書

院

)

の
影

印

に
拠

っ
た
。

明
治

四

四
年

五

月
、

朝
香

屋
書

店
。

昭
和

三
年

、

出

版
タ

イ

ム
ス
社

。

昭
和

五

六
年

吉
川

弘
文

館
。

『
近

世

史

の
研

究
』

1

(
昭
和

五

六
年

吉

川
弘

文
館

)

昭
和

五

八
年

三

月

ゆ
ま

に
書

房
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(
か

つ
ま
た

も
と

い

・
九
州
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
)


